
１時限 ：　８：４０ ～ １０：１０ １時限 ：　８：４５ ～ １０：１５    
２時限 ：１０：３０ ～ １２：００ ２時限 ：１０：３０ ～ １２：００     
３時限 ：１３：００ ～ １４：３０ ３時限 ：１３：００ ～ １４：３０     
４時限 ：１４：５０ ～ １６：２０ ４時限 ：１４：４５ ～ １６：１５     
５時限 ：１６：４０ ～ １８：１０ ５時限 ：１６：３０ ～ １８：００     

看
護
学
専
攻
１
年
次

【米子地区授業時間】 【鳥取地区授業時間】

保健学科教育学修プログラム

令和２年度後期

1年次

看護学専攻
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月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

1 主題：保健医療概論 コミュニケーション英語Ａ 教養科目 教養科目 主題：保健医療概論 コミュニケーション英語Ａ 教養科目 教養科目

2 人体の構造と機能Ⅰ 教養科目（人文・社会） 教養科目（人文・社会） 人体の構造と機能Ⅱ 看護学原論 人体の構造と機能Ⅰ 教養科目（人文・社会） 教養科目（人文・社会） 人体の構造と機能Ⅱ 看護学原論

3 教養科目 主題：発達心理学 基幹：生命倫理 情報リテラシ 教養科目 主題：発達心理学 基幹：生命倫理 情報リテラシ

4 人間発達と健康論  独/仏/中/韓 キャリア入門 健康スポーツ科学実技 コミュニケーション英語Ｂ 人間発達と健康論  独/仏/中/韓 キャリア入門 健康スポーツ科学実技 コミュニケーション英語Ｂ

5 教養科目 教養科目 教養科目 教養科目

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

1 主題：社会福祉 実践英語Ｂ 基礎看護学実習Ⅰ 主題：社会福祉 実践英語Ｂ 基礎看護学実習Ⅰ

2
教養科目（人文・社会）/自
然分野：物理学（物理学入

門Ⅱ）
教養科目（人文・社会）

教養科目（人文・社会）/自
然分野：化学（化学C）

コミュニケーション法 基礎看護学実習Ⅰ
教養科目（人文・社会）/自
然分野：物理学（物理学入

門Ⅱ）
教養科目（人文・社会）

教養科目（人文・社会）/自
然分野：化学（化学C） 看護学方法論 基礎看護学実習Ⅰ

3
教養科目

/物理学実験演
習

栄養と代謝 化学実験演習 生活援助論演習Ⅰ 看護学方法論
教養科目

/物理学実験演
習

栄養と代謝 化学実験演習 生活援助論演習Ⅰ 科学実験演習

4
物理学実験演

習
 独/仏/中/韓 化学実験演習 生活援助論演習Ⅰ 人体の構造と機能Ⅲ

物理学実験演
習

 独/仏/中/韓 化学実験演習 生活援助論演習Ⅰ 科学実験演習

5 実践英語Ａ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実践英語Ａ

生命・検査との合同講義 検査との合同講義

前半（８） 後半（８）　

令和２年度  授業時間配当表（保健学科看護学専攻1年次）

前　　　　期

後　　　　期

前半（８） 後半（８）　
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保健学科看護学専攻１年次目次

後期
授業科目名

必修 健康スポーツ 健康スポーツ科学実技 ・・・・・・ 学シス参照

必修 主題 社会福祉 ・・・・・・ 学シス参照

選必 基幹（実験演習） 物理学実験演習 ・・・・・・ 学シス参照

選必 基幹（実験演習） 化学実験演習 ・・・・・・ 学シス参照

選必 基幹（実験演習） 科学実験演習 ・・・・・・ 5

必修 外国語 実践英語A ・・・・・・ 学シス参照

必修 外国語 実践英語B ・・・・・・ 学シス参照

外国語 ドイツ語基礎Ⅱ ・・・・・・ 学シス参照

外国語 フランス語基礎Ⅱ ・・・・・・ 学シス参照

外国語 中国語基礎Ⅱ ・・・・・・ 学シス参照

外国語 韓国語基礎Ⅱ ・・・・・・ 学シス参照

必修 専門科目 栄養と代謝 ・・・・・・ 6

必修 専門科目 コミュニケーション法 ・・・・・・ 7

選必 専門科目 人体の構造と機能Ⅲ ・・・・・・ 8

必修 専門科目 看護学方法論 ・・・・・・ 9

必修 専門科目 生活援助論演習Ⅰ ・・・・・・ 10 ～ 11

必修 専門科目 基礎看護学実習Ⅰ ・・・・・・ 12

※選択科目：選択、選択必修科目：選必、必修科目：必修は令和２年度入学者を基準としています。

※選択科目については、上記に記載していませんので、注意してください。

※主題、基幹（人文・社会分野）から卒業までに15単位以上修得してください。

※1年次で哲学・倫理学、心理学、芸術入門、文学から4単位以上修得してください。

※1年次で憲法学、政治学、経済学、歴史学から4単位以上修得してください。

※1年次で基幹（実験演習）から1単位以上修得してください。

※選必の外国語は前期と後期で同じ言語を修得してください。

※専門科目については、課程表を確認してください。

※学シス参照は、学務支援システムのシラバスを参照してください。

授業のレベルについて

1：入門及び初級レベル

2：中級レベル（基礎科目）

3：中級～上級レベル（応用科目）

4：上級レベル（発展科目）

5：大学院レベル

選必

区分
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科学実験演習

科目到達目標：種々の実験を行うことで、科学実験遂行の手順や得られた結果の解析方法、発表方法を理解する。

科目責任者（所属）：萩野　浩（基礎看護学） 連絡先：0859-38-6342，hagino@tottori-u.ac.jp（メール）

回数 月日 時限 講義室 対面可 授業方法 対面不可 授業方法 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

1 12/10(木) 4 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)
実験のガイダンス 萩野, 山本 基礎看護学

実験内容を理解する、実験実習班の
構成

2 12/10(木) 5 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデ

マンド学習)
実験データの処理につ
いて

萩野, 山本 基礎看護学
統計手法を用いた正しい分析方法を
理解する

血圧測定／データ
分析方法

3 12/11(金) 3
基礎看護学実習室
ATU1・2・5~8，他

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)
実験１

井上、福崎、藤原(伸)、高村、深田、萩
野、笠城、花木、網崎、片岡、奥田

科学実験を理解する 要項参照

4 12/11(金) 4
基礎看護学実習室
ATU1・2・5~8，他

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)
実験１

井上、福崎、藤原(伸)、高村、深田、萩
野、笠城、花木、網崎、片岡、奥田

科学実験を理解する 要項参照

5 12/18(金) 3
基礎看護学実習室
ATU1・2・5~8，他

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)
実験１

井上、福崎、藤原(伸)、高村、深田、萩
野、笠城、花木、網崎、片岡、奥田

科学実験を理解する 要項参照

6 12/18(金) 4
基礎看護学実習室
ATU1・2・5~8，他

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)
実験１

井上、福崎、藤原(伸)、高村、深田、萩
野、笠城、花木、網崎、片岡、奥田

科学実験を理解する 要項参照

7 12/24(木) 4
ヒポクラテス

ATU3・4・8~10
対面

ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・
課題学習)

データ解析1 萩野, 山本 基礎看護学
科学データの解析について理解を深
める

データの解析

8 12/25(金) 3
基礎看護学実習室
ATU1・2・5~8，他

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)
実験２

井上、福崎、藤原(伸)、高村、深田、萩
野、笠城、花木、網崎、片岡、奥田

科学実験を理解する 要項参照

9 12/25(金) 4
基礎看護学実習室
ATU1・2・5~8，他

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)
実験２

井上、福崎、藤原(伸)、高村、深田、萩
野、笠城、花木、網崎、片岡、奥田

科学実験を理解する 要項参照

10 1/22(金) 3
基礎看護学実習室
ATU1・2・5~8，他

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)
実験２

井上、福崎、藤原(伸)、高村、深田、萩
野、笠城、花木、網崎、片岡、奥田

科学実験を理解する 要項参照

11 1/22(金) 4
基礎看護学実習室
ATU1・2・5~8，他

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)
実験２

井上、福崎、藤原(伸)、高村、深田、萩
野、笠城、花木、網崎、片岡、奥田

科学実験を理解する 要項参照

12 1/28(木) 2
ヒポクラテス
ATU1・2・5~8

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)
データ解析２ 萩野, 山本 基礎看護学

科学データの解析について理解を深
める

データの解析

13 1/28(木) 5
ヒポクラテス
ATU1・2・5~8

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)
データ解析３ 萩野, 山本 基礎看護学

科学データの解析について理解を深
める

データの解析

14 1/29(金) 1 112 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)
実験結果発表・まとめ 萩野 基礎看護学 実験の解析結果をまとめて発表する

ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄによる
発表

15 1/29(金) 2 112 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)
実験結果発表・まとめ 萩野 基礎看護学 実験の解析結果をまとめて発表する

ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄによる
発表

教育グランドデザインとの関連：1、2 ※到達目標・授業のキーワードを確認の上、予習・復習してください。

学位授与方針との関連：1

評価：発表50％、レポート50％

実務経験との関連：臨床心理士、臨床検査技師、看護師、医師がその臨床経験を活かした実験を計画し指導する

教科書：実験ごとにプリント資料等を配布する。

基礎看護学
成人･老人

看護学
母性･小児
家族看護学
生体制御学
臨床心理学

基礎看護学
地域・精神

看護学
生体制御学
病態検査学
臨床心理学

授業のレベル：1

- 5 -- 5 -- 5 -



栄養と代謝

科目責任者（所属）：片岡　英幸（成人・老人看護学） 連絡先：hkataoka☆tottori-u.ac.jp

回数 月日 時限 講義室 対面可 授業方法 対面不可 授業方法 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

1 10/6(火) 3 A20 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
生化学の意義
生体分子の概要

上田　悦子 生体制御学
栄養生化学の概要、生体構成分子の
種類を説明できる。

栄養素、日本人の食事摂取基準、生体分子

2 10/13(火) 3 A20 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
ｱﾐﾉ酸、ﾀﾝﾊﾟｸ質 上田　悦子 生体制御学

ﾀﾝﾊﾟｸ質の生理的機能、ｱﾐﾉ酸の基本
構造と性質、ﾀﾝﾊﾟｸ質の構造を説明で
きる。

ｱﾐﾉ酸、両性ｲｵﾝ、等電点、ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ結合、一次構造、二次構
造、αﾍﾘｯｸｽ、β構造、三次構造、四次構造、変性

3 10/20(火) 3 A20 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
酵素 上田　悦子 生体制御学

酵素の定義、命名法、反応様式による
分類、酵素反応の特徴を説明できる。

酵素活性、基質、反応速度、補酵素、補因子、ﾐｶｴﾘｽ定数、
競合阻害、非競合阻害、不競合阻害、ｱﾛｽﾃﾘｯｸ酵素、ｱｲｿｻﾞ
ｲﾑ

4 10/27(火) 3 A20 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
糖質 上田　悦子 生体制御学

糖質の定義、生体における役割、命
名法、化学的性質を説明できる。

単糖類、ｵﾘｺﾞ糖類、多糖類、異性体、誘導体、グルコサミノグ
リカン、プロテオグリカン

5 11/5(木) 3 A20 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
脂質 上田　悦子 生体制御学

脂質の定義、生体における役割、種
類と基本構造を説明できる。

単純脂質、複合脂質、飽和脂肪酸、不飽和脂肪酸、過酸化
脂質、ﾄﾘｱｼﾙｸﾞﾘｾﾛｰﾙ、ﾘﾝ脂質、ｽﾃﾛｲﾄﾞ、ﾘﾎﾟﾀﾝﾊﾟｸ質

6 11/10(火) 3 A20 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
生体膜 上田　悦子 生体制御学 生体膜の構造と機能を説明できる。

生体膜、脂質二重層、ﾘﾝ脂質、ｴﾝﾄﾞｻｲﾄｰｼｽ、ｴｷｿｻｲﾄｰｼｽ、
受動輸送、能動輸送、受容体

7 11/17(火) 3 A20 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
核酸 上田　悦子 生体制御学 核酸、基本構造と役割を説明できる。

ﾇｸﾚｵｼﾄﾞ、ﾇｸﾚｵﾁﾄﾞ、ﾘﾎﾞｰｽ、ﾃﾞｵｷｼﾘﾎﾞｰｽ、DNA、mRNA、
tRNA、rRNA、塩基対

8 11/24(火) 3 A20 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
ﾋﾞﾀﾐﾝ、無機質 上田　悦子 生体制御学

ﾋﾞﾀﾐﾝ、無機質の種類と機能を説明で
きる。

ﾋﾞﾀﾐﾝA、ﾋﾞﾀﾐﾝD、ﾋﾞﾀﾐﾝE、ﾋﾞﾀﾐﾝK、ﾋﾞﾀﾐﾝB群、ﾋﾞﾀﾐﾝC、過剰
症、欠乏症、主要無機質、微量元素

9 12/1(火) 3 A20 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
ｴﾈﾙｷﾞｰ代謝 上田　悦子 生体制御学

生体内における酸化還元反応によるｴ
ﾈﾙｷﾞｰ獲得について説明できる。

高ｴﾈﾙｷﾞｰ化合物、ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ電子伝達系、酸化的ﾘﾝ酸化、酸
化還元酵素、活性酸素、酸素ﾗｼﾞｶﾙｽｶﾍﾞﾝｼﾞｬｰ

10 12/8(火) 3 A20 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
糖の代謝 片岡　英幸

成人・老人
看護学

糖の代謝について理解できる。 解糖系、クエン酸回路、糖新生、ペントースリン酸回路

11 12/15(火) 3 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
脂質の代謝 片岡　英幸

成人・老人
看護学

脂質の代謝について説明できる。 ﾘﾎﾟ蛋白、ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、脂肪酸、β酸化、リン脂質

12 12/22(火) 3 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
アミノ酸の代謝 片岡　英幸

成人・老人
看護学

アミノ酸の代謝について説明できる。 ｱﾐﾉ酸、脱ｱﾐﾉ、尿素回路

13 1/5(火) 3 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
核酸の代謝、DNA
複製、修復

片岡　英幸
成人・老人

看護学
核酸の代謝、DNA複製、修復 ﾌﾟﾘﾝ環、ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ環、de novo合成、サルベージ経路

14 1/19(火) 3 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデマン

ド学習)
転写、翻訳、タンパ
ク質の合成

片岡　英幸
成人・老人

看護学
DNA複製、修復、転写、翻訳、タンパ
ク質の合成を理解する。

転写、翻訳、タンパク質合成

15 1/26(火) 3 A20 対面 未定 まとめ 片岡　英幸
成人・老人

看護学
栄養と代謝が理解できる。 栄養と代謝全般テスト

教育グランドデザインとの関連：2、3 ※到達目標・授業のキーワードを確認の上、予習・復習してください。

学位授与の方針との関連：1

授業のレベル：2

評　価：定期試験の結果により評価する。

各担当者が出題し、それぞれの配点は担当時間に比例するよう配分する。

実務経験との関連：臨床経験のある医師がその経験を活かし、専門分野に関する講義を行う

教科書：1．生化学（新スタンダード栄養・食物シリーズ）（東京化学同人）

参考書：1．シンプル生化学（南江堂）　　2．はじめの一歩の生化学・分子生物学（羊土社）　　3．基礎からしっかり学ぶ生化学 （羊土社）

到達目標：生体構成分子を化学的に理解するとともに、糖質、たんぱく質、脂質の消化、吸収および細胞内代謝を理解する。
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コミュニケーション法

到達目標：コミュニケーションの理論とその実践的な活用方法を身につける。

科目責任者（所属）：最上　多美子（臨床心理学） 連絡先：最上研究室に伝言してください

回数 月日 時限
講義
室

対面可 授業方法 対面不可 授業方法 授業内容 担当者
講座

・分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

1 10/1(木) 2
ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
援助関係のコミュニ
ケーション

最上　多美子 臨床心理学
援助関係やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに関する基本的
理論を学び人間理解を目指す。

ジョハリの窓、援助関係

2 10/8(木) 2
ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
非言語的コミュニケー
ション

最上　多美子 臨床心理学
コミュニケーションの非言語的側面の観
察と留意点に気付く。

体の動き、空間、環境

3 10/15(木) 2
ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)

人間の発達と人間関
係のコミュニケーショ
ン

菊池　義人 臨床心理学
人間の発達と人間関係のコミュニケー
ションの広がりについて理解を深める。

母子・家族・友人関係、遊び・社会性・恋
愛関係、互酬性、自己開示、好悪の感情
とそのバランスなど

4 10/22(木) 2
ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)

人を傷つけ、萎縮さ
せるコミュニケーショ
ン

菊池　義人 臨床心理学
人を傷つけ、萎縮させるコミュニケーショ
ンの理解から、人を癒し、援助するコミュ
ニケーションの基本原理を考える。

心に痛手とそこからの回復、ダブルバイ
ンド、ハイEE、

5 10/29(木) 2
ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)

人の心を癒し、成長さ
せるコミュニケーショ
ン

菊池　義人 臨床心理学
人を傷つけ、萎縮させるコミュニケーショ
ンの理解から、人を癒し、援助するコミュ
ニケーションの基本原理を考える。

自由で創造的なコミュニケーション、拘束
的でないこと、安らぐこと、成長すること

6 11/12(木) 2
ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)

心理療法とカウンセリ
ングのコミュニケー
ション

菊池　義人 臨床心理学
心理療法やカウンセリングなど援助的な
コミュニケーションについて理解を深め
る。

心理療法の歴史、シュヴィング法、催眠
からリラクゼーションへ、意識と無意識、
自己表現、創造性

7 11/26(木) 2
ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
対人援助とコミュニ
ケーションの実践①

菊池　義人 臨床心理学
臨床的・援助的なコミュニケーションにつ
いて傾聴のエクササイズを行う。

ちょっと困った問題を話してみる。受け止
めること、受容すること受け答えのエクサ
サイズ。

8 12/3(木) 2
ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
対人援助とコミュニ
ケーションの実践②

菊池　義人 臨床心理学
臨床的・援助的な場面での例題をもとに
した応答を考える。

応答のポイント、カウンセリングと臨床・
援助場面への応用

教育グランドデザインとの関連：1、4 ※到達目標・授業のキーワードを確認の上、予習・復習してください。
学位授与の方針との関連：3、4
授業のレベル：1

評　価：授業態度、レポート等　

 実務経験との関連：心理相談の実務経験のある教員が、コミュ ニケーション法の講義を行う

教科書：無し
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人体の構造と機能Ⅲ

科目到達目標：発生学的視点から人体の構造について学ぶ。

科目責任者（所属）：森　徹自（生体制御学） 連絡先：　E-mail：mori-t@tottori-u.ac.jp

回数 月日 時限 講義室 対面可 授業方法 対面不可 授業方法 授業内容 担当者  講座・分野・診療科 到達目標 授業のキーワード

1 10/2(金) 4
ヒポクラ

テス
対面

ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデ
マンド学習)

配偶子形成 森　徹自 生体制御学 精子、卵子の形成を理解する。 減数分裂、染色体

2 10/9(金) 4
ヒポクラ

テス
対面

ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデ
マンド学習)

発生学総論１ 森　徹自 生体制御学 発生第二週までの出来事を理解する。 細胞分裂、着床

3 10/16(金) 4
ヒポクラ

テス
対面

ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデ
マンド学習)

発生学総論２ 森　徹自 生体制御学 発生第三週以降の出来事を理解する。
外胚葉、中胚葉、内胚葉、先天異
常

4 10/23(金) 4
ヒポクラ

テス
対面

ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデ
マンド学習)

発生学総論３ 森　徹自 生体制御学
外・中・内胚葉由来の構造物を理解す
る。

神経管、消化管、体腔

5 10/30(金) 4
ヒポクラ

テス
対面

ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデ
マンド学習)

心臓の発生 森　徹自 生体制御学 心臓の発生を理解する。 心臓ループ

6 11/13(金) 4
ヒポクラ

テス
対面

ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデ
マンド学習)

神経系、頭頸部の発
生

森　徹自 生体制御学 頭頸部の発生を理解する。 鰓弓、大動脈弓

7 11/27(金) 4
ヒポクラ

テス
対面

ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデ
マンド学習)

泌尿生殖器系の発生 森　徹自 生体制御学 男女の違いを理解する。 中腎管、中腎傍管

8 12/10(木) 3
ヒポクラ

テス
対面

ﾊﾟﾀｰﾝ2遠隔(オンデ
マンド学習)

まとめ 森　徹自 生体制御学 まとめ まとめ

教育グランドデザインとの関連：2、3、4, 5 ※到達目標・授業のキーワードを確認の上、予習・復習してください。

学位授与の方針との関連：1、2, 3

授業のレベル：2

評価：小テスト10％、レポート90％

実務経験との関連：無し

教科書：入門人体解剖学　改訂第５版　藤田　恒夫　南江堂

参考書：ラングマン　人体発生学　第10版　安田　峯生　訳　メディカル・サイエンス・インターナショナル
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看護学方法論

到達目標： 1．健康にかかわる課題についての判断、健康ニーズに応じた看護行為の実施、課題の評価を計画的に行うための基本的考え方を理解できる。
2．看護師として看護実践における対人関係形成過程について理解し、対象者と援助的な対人関係を形成する重要性を理解できる。

科目責任者（所属）：藤原　由記子（基礎看護学）、深田　美香（基礎看護学）
連絡先：医学部アレスコ棟１階　教員室107室　（TEL）0859-38-6307　　（E-mail）awanou@tottori-u.ac.jp

回数 月日 時限 講義室 対面可 授業方法 対面不可 授業方法 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

1 10/2(金) 3 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)
看護の実践過程 藤原　由記子 基礎看護学

看護技術と看護過程について説明でき
る。

看護技術、援助的対人関係形成過程、看
護理論

2 10/9(金) 3 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
コミュニケーション（対人関係形成過
程：患者－看護師関係）

藤原　由記子 基礎看護学
看護実践における対人関係成立に必要
な要素を述べることができる。

援助的対人関係、対象者の理解 看護の
方向性

3 10/16(金) 3 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
課題（問題）解決過程の構成要素 藤原　由記子 基礎看護学

ｱｾｽﾒﾝﾄ、課題（問題）の明確化、計画、
実施、評価の過程が説明できる。

課題（問題）のとらえ方

4 10/23(金) 3 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
看護の情報と観察 藤原　由記子 基礎看護学

様々な観察方法と観察に影響する要因
について考察できる。

観察、選択知覚、概念枠組み

5 11/13(金) 3 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
事実の情報化 藤原　由記子 基礎看護学

ﾃﾞｰﾀ収集の内容と方法、分析方法が説
明できる。

ﾍﾝﾀﾞｰｿﾝ、看護の基本

6 11/27(金) 3 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
アセスメント（1） 藤原　由記子 基礎看護学 ｱｾｽﾒﾝﾄについて説明できる。 情報、意味、推論、ﾆｰｽﾞ、ｱｾｽﾒﾝﾄ過程

7 12/10(木) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
アセスメント（2） 藤原　由記子 基礎看護学 事例をもとに、ｱｾｽﾒﾝﾄできる。 情報、意味、推論、ﾆｰｽﾞ、ｱｾｽﾒﾝﾄ過程

8 12/11(金) 1 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
課題（問題）の明確化（1） 藤原　由記子 基礎看護学

看護上の課題（問題）を明確にする過程
を説明できる。

看護上の課題(問題)、原因、関連要因、関
連図

9 12/11(金) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
課題（問題）の明確化（2） 藤原　由記子 基礎看護学

事例をもとに、看護上の課題（問題）を明
確にできる。

看護上の課題(問題)、原因、関連要因、関
連図

10 12/17(木) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
看護実践におけるｹｱﾘﾝｸﾞ 吉持　智恵 (非常勤講師)

看護実践におけるｹｱﾘﾝｸﾞについて意見
を述べることができる。

ｹｱﾘﾝｸﾞの意義、ケアリングの実践と効果

11 12/24(木) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
対人関係形成過程：ﾌﾟﾛｾｽﾚｺｰﾄﾞ 藤原　由記子 基礎看護学

ﾌﾟﾛｾｽﾚｺｰﾄﾞの目的を理解し、記載するこ
とができる。

内省、他者理解

12 12/24(木) 3 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
計画立案（1） 藤原　由記子 基礎看護学

看護目標と解決策の立案方法が説明で
きる。

目標、解決策、優先順位

13 1/14(木) 1 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
計画立案（2） 藤原　由記子 基礎看護学

事例をもとに、看護目標と解決策の立案
ができる。

対象者理解に基づいた個別性

14 1/14(木) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
実施と評価 藤原　由記子 基礎看護学

看護実践の基本的な考え方と評価方法
が説明できる。

看護技術の提供、目標達成度、課題（問
題）解決過程の評価

15 1/21(木) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタ

イム学習)
看護の実践過程：まとめ 藤原　由記子 基礎看護学 事例をもとに看護過程を説明できる。

課題（問題）解決過程、看護技術、援助的
対人関係形成過程、ｹｱﾘﾝｸﾞ

教育グランドデザインとの関連：1、2、3、4、5、6、7 ※到達目標・授業のキーワードを確認の上、予習・復習してください。
学位授与の方針との関連：1、2、3、4
授業のレベル：2
評　価：課題　60％        レポート　40％

実務経験との関連：看護師の業務に携わった経緯のある教員が、その経験を活かし、専門分野に関する講義・演習を行う

教科書： 1．ナーシンググラフィカ　基礎看護学③　基礎看護技術　メディカ出版　2017年
参考書： 1．看護学基礎テキスト第１巻　看護学の概念と理論的基盤、日本看護協会出版会、野嶋佐由美編、2012年

2．看護学基礎テキスト第2巻　看護の対象、日本看護協会出版会、小山眞理子編、2012年
3．看護の基本となるもの、日本看護協会出版会、ヴァージニア・ヘンダーソン著、湯槇ます・小玉香津子訳、2011年
4．ヘンダーソンの看護観に基づく看護過程、日総研、焼山和憲、2013年
5．看護論と看護過程の展開、照林社、金子道子編著、2002年
6．看護場面の再構成、日本看護協会出版、宮本真巳、2015年

その他：授業目的・目標を達成するために各回授業に対し2時間程度の自己学習が必要です。授業に向けた準備等については別途具体的に提示します。
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生活援助論演習Ⅰ

科目到達目標：①　看護基本技術に共通する感染予防・ボディメカニクスの知識・技術が習得できる。
②　看護援助の思考プロセスが理解できる。

科目責任者（所属教室）：奥田　玲子（基礎看護学） 連絡先：教員室 TEL：0859-38-6303　　E-mail：reokd@tottori-u.ac.jp

回数 月日 時限 講義室 対面可 授業方法 対面不可 授業方法 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

1 3

2 4

3 3

4 4

5 3

6 4

7 3

8 4

9 10/30(金) 3 実習室 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・課

題学習)
　ベッドメイキング

10 3

11 4

12 2

13 3

14 3

15 4

16 5

17 3

18 4

19 5

科目オリエンテーション
看護援助のための基本的機能

・看護実践と看護技術のつながりについて理解す
る。
・看護援助の思考プロセスを知る。
・看護援助のための基本的機能の視点（環境整
備、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽ、倫理、安全・安楽）
を知る。

看護実践、看護技術、
看護援助のため基本的機能
（環境整備、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽ、
倫理、安全・安楽）

ヒポクラ
テス

実習室
＋

 ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ

ム学習)

感染予防を推進する技術
　感染症を成立させる要素と成立過程
　衛生的手洗い・個人防護具の着脱

・感染成立のしくみ、感染予防策の基本的な考え
方を理解する。
・衛生的手洗い、個人防護具着脱の方法を習得
する。

感染成立の要素
ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾌﾟﾘｺｰｼｮﾝ
衛生的手洗い、個人防護具

ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽ、
力のﾓｰﾒﾝﾄ・作用・反作用・摩擦力
寝返り・、起き上がり、起立・着座動作

10/29(木)

実習室
＋

 ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ

ム学習)

快適な環境をつくる技術
　病室と病床の環境整備
　ベッドメイキング

・快適さを保つ環境の諸要素について理解する。
・病室および病床の環境整備について理解する。
・基本的なﾍﾞｯﾄﾞﾒｲｷﾝｸﾞの方法を習得する。

環境の諸要素、ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ
病室・病床の環境
ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽの基本原則
ﾍﾞｯﾄﾞﾒｲｷﾝｸﾞ

10/15(木)

実習室
＋

 ヒポク
ラテス

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ

ム学習)
効率的で安楽な動きをつくり出す技術
　ボディメカニクスの基本原則

体位による圧迫部位、体圧分散
安楽な体位保持の原則
ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽの基本原則

ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・
課題学習)

ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ
ム学習)

ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ
ム学習)

活動・運動を支援する技術
　ストレッチャー　移乗・移送
　　基本的な留意点
　　事例を用いた援助

対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ

ム学習)
効率的で安楽な動きをつくり出す技術
　安楽な体位の保持・体位変換

活動、運動機能の評価、廃用症候群
体位変換、車椅子、ｽﾄﾚｯﾁｬｰ、
ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽの基本原則
活動のﾆｰﾄﾞ、情報のｱｾｽﾒﾝﾄ、
必要な援助の判断、
援助の実施計画、
援助の実施・評価、
看護援助のための基本的機能
（環境整備、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽ、
倫理、安全・安楽）

実習室 対面

12/3(木) 実習室 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ

ム学習)

12/17(木)

③　看護援助のための基本的機能の視点が理解できる。

10/1(木) 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ

ム学習)

奥田　玲子

深田　美香

笠城　典子

藤原  由記子

山本　陽子

非常勤講師
上灘　紳子

非常勤講師
和田　崇

活動・運動を支援する技術
　活動・運動の生理学的メカニズム
　活動・運動のニーズのアセスメント

活動・運動を支援する技術
　車椅子　移乗・移送
　　基本的な留意点
　　事例を用いた援助

11/19(木) 湖山

基礎看護学

・活動・運動に関する生理的学的ﾒｶﾆｽﾞﾑを理解
する。
・活動のﾆｰﾄﾞに関するｱｾｽﾒﾝﾄの視点を理解す
る。
・活動のﾆｰﾄﾞの充足状態を対象者の情報からｱｾ
ｽﾒﾝﾄし、必要な援助を判断する。
・移動にかかわる技術の基本的留意点をふまえ、
対象者に応じた実施計画を立てる。
・援助を実施・評価し、安全・安楽・自立性を考慮
したよりよい援助方法を検討する。
・事例における移動の援助について基本的機能
の視点から理解を深める。

10/8(木)

・基本的な体位の種類と特徴を理解する。
・安楽な体位を保持するための方法を理解する。
・ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽを効果的に活用した体位変換の方
法を習得する。

11/12(木)

実習室
＋

 ヒポク
ラテス

・ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽの基本原則を理解する。
・ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽを効果的に活用するための力学作
用を理解する。
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回数 月日 時限 講義室 対面可 授業方法 対面不可 授業方法 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

20 2

21 3

22 3

23 4

24 3

25 4

26 3

27 4

28 1/22(金) 2
ヒポクラ

テス
対面

ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ
ム学習)

血圧の観察・測定（聴診法）

29 3

30 4

教育グランドデザインとの関連：2、3、4、5、6、7 ※到達目標・授業のキーワードを確認の上、予習・復習してください。

学位授与の方針との関連：1、2、3、4

授業のレベル：2

評価：小テスト50％、振り返りシート50％

実務経験との関連：病院現場における看護実践の経験がある教員、現役の看護師、理学療法士が、各自の経験を活かして、各自の専門分野に関する指導をする。

教科書：　ナーシング・グラフィカ　基礎看護学③　基礎看護技術　メディカ出版

ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ
ム学習)

ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ
ム学習)

基礎看護学
・ﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝを観察する意義を理解する。
・ﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝに影響を与える因子について理解す
る。
・体温、呼吸、脈拍、血圧を正確に観察・測定する
方法を習得する。
・対象者の状態に応じたﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝ観察・測定の
実施計画を立てる。
・実施を評価し、より適切なﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝ観察・測定
の方法を検討する。
・援助の前後でﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝを観察・測定することの
目的や必要性について理解を深める。

呼吸・脈拍・血圧・体温の調節ﾒｶﾆｽﾞﾑ、
ﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝに影響する因子、
ﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝの観察・測定
ﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝの観察・測定結果の解釈

ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ
ム学習)

生命の徴候を観察する技術
　呼吸・血圧の観察・測定
　　基本的な留意点

ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ
ム学習)

生命の徴候を観察する技術
　体温・脈拍・呼吸・血圧の観察・測定
　　事例を用いた援助

ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアルタイ
ム学習)

食事・栄養摂取を促す技術
　食事に関する生理学的メカニズム
　栄養状態のアセスメント

奥田　玲子

深田　美香

笠城　典子

藤原  由記子

山本　陽子

非常勤講師
上灘　紳子

非常勤講師
和田　崇

食事・栄養摂取を促す技術
　食事介助
　　事例を用いた援助

生命の徴候を観察する技術
　バイタルサインの観察・測定
　体温・脈拍の観察・測定
　　基本的な留意点

・食事に関する生理的学的ﾒｶﾆｽﾞﾑを理解する。
・食事のﾆｰﾄﾞに関するｱｾｽﾒﾝﾄの視点を理解す
る。
・食事のﾆｰﾄﾞの充足状態を対象者の情報からｱｾ
ｽﾒﾝﾄし、必要な援助を判断する。
・食べるにかかわる技術の基本的留意点をふま
え、対象者に応じた実施計画を立てる。
・援助を実施・評価し、安全・安楽・自立性を考慮
したよりよい援助方法を検討する。
・事例における食事の援助について基本的機能
の視点から理解を深める。

食事・栄養摂取、嚥下のしくみ、
栄養摂取の方法
食事のﾆｰﾄﾞ、情報のｱｾｽﾒﾝﾄ、
必要な援助の判断、援助の実施計画、
援助の実施・評価
看護援助のための基本的機能
（環境整備、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽ、
倫理、安全・安楽）

ヒポクラ
テス

実習室
＋

 ヒポク
ラテス

実習室
＋

ヒポクラ
テス

湖山
ﾊﾟﾀｰﾝ1遠隔(資料・

課題学習)

実習室
＋

 ヒポク
ラテス

対面

対面

対面

対面

1/8(金)

1/13(水)

1/14(木)

1/21(木)

1/28(木)
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基礎看護学実習Ⅰ
科目到達目標：病いや障がいと向き合いながら生活を送る人の生活と健康について学び、生活者である人間について理解を深める。

科目責任者（所属教室）：深田美香（基礎看護学） 連絡先：教員室TEL　0859-38-6306　E-mail：mikafkd@tottori-u.ac.jp
回数 月日 時限 講義室 対面可 授業方法 対面不可 授業方法 授業内容 担当者  講座・分野・診療科 到達目標 授業のキーワード

1 10/2(金) 1 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

2 10/2(金) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

3 10/9(金) 1 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

4 10/9(金) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

5 10/16(金) 1 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

6 10/16(金) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

7 10/22(木) 3 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

8 10/22(木) 4 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

9 10/23(金) 1 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

10 10/23(金) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

11 10/30(金) 1 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

12 10/30(金) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

13 11/13(金) 1 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

14 11/13(金) 2 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

15 11/26(木) 3 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

16 11/26(木) 4 ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

17 11/27(金)
1

ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

18 11/27(金)
2

ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

19 12/4(金)
1

ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

20 12/4(金)
2

ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

21 12/18(金)
1

ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

22 12/18(金)
2

ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

23 12/25(金)
1

ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

24 12/25(金)
2

ヒポクラテス 対面
ﾊﾟﾀｰﾝ3遠隔(リアル

タイム学習)

教育グランドデザインとの関連：1、2、4、5、6、7 ※到達目標・授業のキーワードを確認の上、予習・復習してください。

学位授与の方針との関連：1、4

授業のレベル：1

評価：実習目標の到達度について、実習記録80％、実習レポート20％の配分で評価する．

実務経験との関連：看護実践に携わった経験をもつ教員が、専門分野に関する実習を指導する

教科書：実習要項、実習記録用紙を配布する。

学習内容の共有と討議

健康観・生活観／生活過程

健康観・生活観／生活過程

臨床看護師から伝えたいこと

健康観・生活観／生活過程

健康観・生活観／生活過程

目的，内容，方法，主体的学習態
度，

学習課題

鳥取大学医学部附属病院の概要と看護部
の理念

健康観・生活観／生活過程

健康、健康観、生活行動、生活環
境、

思考、分析、統合、協調、
表現、プレゼンテーション

健康、生活、価値観、生活過程、
思考、分析、統合、協調、表現、
プレゼンテーション

学習内容の共有と討議
実習での学びを共有し、自己の実
習での学びを深める

オリエンテーション　臨地実習の心構え

深田　美香
笠城　典子
藤原　由記

子
奥田　玲子
山本　陽子

基礎看護学

附属病院の概要、看護部の理念
等について知る

実習の目的，内容，方法について
理解する

　
1．対象者の生活と生活観（生活に
ついての価値観）について理解す
る。
2．対象者の健康と健康観（健康に
ついての価値観）について理解す
る。
3．病いや障がいと向き合いながら
生活を送る人について理解を深め
る。
4．「価値ある変化をもたらす看護」
について自己の考えを言語化す
る。
5．臨床看護師が大切にしている
看護について知る。
6．看護の仕事や価値についての
視野を広げる。

健康観・生活観／生活過程

臨床看護師から伝えたいこと
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